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があげられ, これらの組織学的変化の経時的変化, 特に偽小葉形成との関連を検索した｡ そのうちいわゆ
る網状壊死巣, 増殖小葉内細胆管はいずれも偽小葉形成に関与せず, 痕跡を残さず消失したが, 術後 2週
目に出現した小葉中止､部肝細胞変性は, その後漸次増強するとともに結合織増殖を伴ない, 該小葉を中心
部より分割して Septum を形成し, 中英間増殖細胆管周囲に増生した輪状結合織線維の勝原化と相まっ
て,術後11週目には明瞭なる偽小葉形成が認められた｡ すなわち,従来胆汁性肝硬変の組織学的特徴と思考











脂肪浸潤は, 術後早期に小葉周辺部の脂肪滴の増加と粗大化が認められたが, 1 週以後ではほぼ正常分





3 ) 脳下垂体, 副腎皮質機能の形態学的検索






論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
本論文は,動物実験により胆汁性肝硬変の発生過程を究明せんとしたものである｡ 著者は白鼠を用い,総
輸胆管の上部切断を行なうことにより長期にわたり強い黄胆を持続せしめ, 最後に定型的な胆汁性肝硬変
を惹起せしめることに成功し, その際の肝硬変の発生過程, ならびに脳下垂体, 副腎皮質機能の変化を形
態学的, 組織化学的に追及したO 術後発生した肝の主要な組織学的変化としては, いわゆる網状壊死巣,
細月旦管増殖, 中心性小葉分割および炎症を認めたが, これらの変化と偽小形成との関連を経時的に詳細
に検討した結果, 従来胆汁性肝硬変の組織学的特徴と考えられた小葉分割を伴なわない ｢単小葉性偽小
葉｣ はむしろ例外的であり, 胆汁性肝硬変においても門脈性肝硬変におけると同様, 小葉中心部由来の
Septum により小葉が分割されて偽小葉が形成されることを明らかにした｡ さらに同時に行なった肝の組
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